















































































































































































































	表紙
	序文
	まえがき
	目次
	資料1　ケニア共和国 (Republic of Kenya) 概要
	略語表
	I. 援助の取り組み方
	目次
	1. ケニアを取り巻く国際情勢
	1-1. 国際情勢の動向
	1-2. アフリカ及び東アフリカの経済状況
	1-3. 開発援助の動向
	1-4. 我が国援助の動向

	2. ケニアを取り巻く諸環境と開発課題
	2-1. 民主化の動き（複数政党制への移行）
	2-2. 人口の急速な増加
	2-3. 財政・国際収支の悪化
	2-4. 工業部門の停滞と農業生産の低迷
	2-5. 貧困問題と都市農村間の不均衡
	2-6. 環境問題の顕在化

	3. 援助の基本方向
	3-1. 民主化に対する視点
	3-2. ケニアに対する援助の視点
	3-3. 援助の基本方向

	4. 日本の援助の重点項目
	4-1. 経済再建
	4-1-1. 産業政策
	4-1-2. 輸出振興

	4-2. 自立的経済発展への基盤整備
	4-2-1. 経済インフラの整備
	4-2-2. 人的資源開発

	4-3. 均衡のとれた発展の実現
	4-3-1. 人口対策
	4-3-2. 食糧の安定確保
	4-3-3. 保健・医療の向上
	4-3-4. 環境保全


	5. 援助を実施する際の課題・改善点
	5-1. 援助実施手法の改善
	5-2. 援助実施上の課題
	5-3. 援助実施体制の強化


	II 現状分析（参考資料）
	目次
	1. マクロ経済・開発計画
	1-1. ケニア経済の歴史的概観
	1-1-1. 高度経済成長期（1964年～1973年）
	1-1-2. 経済政党停滞期（1974年～1980年）
	1-1-3. 経済の構造調整期（1980年～1989年）

	1-2. マクロ経済の構造
	1-2-1. ケニア経済の推移と産業構造
	1-2-2. ケニア経済の需要構造
	1-2-3. 貯蓄・投資バランス
	1-2-4. 財政収支状況
	1-2-5. 国際収支状況
	1-2-6. ケニアの累積債務状況
	1-2-7. ケニアの雇用状況
	1-2-8. ケニアにおける構造調整

	1-3. ケニアの開発計画
	1-3-1. ケニアにおける開発計画の推移
	1-3-2. 第6次五ヵ年計画


	2. 政治・行政
	2-1. 植民地時代の政治的遺産
	2-1-1. 権威主義的体制
	2-1-2. 地域的・エスニックな対立
	2-1-3. 土地問題

	2-2. 民族・独立運動
	2-2-1. 「マウマウの反乱」と急進派、穏健派
	2-2-2. KANUとKADU
	2-2-3. ホワイト・ハイランド

	2-3. ケニヤッタ時代の政治
	2-3-1. 集権化
	2-3-2. インフォーマルな統治の出現
	2-3-3. ケニヤッタ政権におけるKANU
	2-3-4. 国会と選挙
	2-3-5. ハランべー
	2-3-6. ケニヤッタ時代の政治対立

	2-4. モイ時代の政治
	2-4-1. 集権化
	2-4-2. 国家機構におけるカレンジン勢力の拡大
	2-4-3. 総選挙制度の改変
	2-4-4. 汚職・腐敗問題

	2-5. 民主化への動き





